
はじめに

　水虫（足白癬）は日本人の約 5 人に 1 人が罹患

するとされる皮膚真菌症であり，その治療に効果的

な医薬品が求められている。本論文では，第 2類医

薬品である水虫治療薬「リドマスターDX」の薬理

作用について詳述する。

　「リドマスター DX」は水虫に有効な 9つの成分

を含有し，患部に塗布することで白癬菌の殺菌，炎

症の抑制，かゆみや痛みの緩和，皮膚修復を促す医

薬品である。今回は主成分であるブテナフィン塩酸

塩，グリチルレチン酸，リドカイン，アラントイン

の水虫治療における有効性について詳述する。

水虫とは

　水虫は皮膚に生息する白癬菌によって引き起こさ

れる真菌感染症であり，主に足の指の間や裏に好発

し，かゆみや皮膚の剥がれなどの症状を伴う 1）。感

染は湿気の多い環境や家庭内の浴室などから広がり

やすい 2）。日本では約 2500 万人が罹患しており，5

人に 1人が感染する国民病である。特に中高年男性

に多く，不完全な治療下では再発を繰り返す慢性疾

患としても知られる 3）。さらに，足白癬は 50 歳を

ピークに罹患率が減少するものの，爪白癬は加齢と

ともに増加し続けることが確認されている 4）。

ブテナフィン塩酸塩について

　「リドマスター DX」の主成分であるブテナフィ

ン塩酸塩は，白癬菌に対して強力な抗真菌作用を示

す成分である（図 1）。真菌の細胞膜を構成するエ

ルゴステロールの合成を阻害することで，白癬菌の

増殖を抑制する 5）。この作用により，感染部位の白

癬菌を効果的に殺菌できる。また即効性と持続性に

優れ，8 週間の使用で 80％以上の治癒率が報告さ

れている 6）7）。

グリチルレチン酸について

　グリチルレチン酸は甘草の根に由来する成分で，

抗炎症作用を有する 8）。抗炎症性メディエーターで

あるプロスタグランジンの生成を抑えることで，か

ゆみや発赤といった炎症症状を緩和する 9）。「リド

マスターDX」では，水虫による皮膚の炎症を鎮め

る目的で配合されている。
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図 1　ブテナフィン塩酸塩
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リドカインについて

　「リドマスターDX」に含有されるリドカインは，

局所麻酔作用のある成分の 1つで，ナトリウムチャ

ネルを遮断することで，神経の興奮伝導を抑制し，

即効性のある鎮痛効果を発揮する 10）。これにより，

水虫のかゆみを迅速に和らげることができる。リド

カインは，かゆみや痛みを抑えるため，患者の快適

さを向上させる重要な成分である 11）。

アラントインについて

　アラントインは，皮膚の損傷を回復させる生理活

性成分である 12）。「リドマスター DX」では組織修

復の目的で配合されている。また，日本皮膚科学会

の「創傷・熱傷ガイドライン」では，アラントイン

には肉芽形成促進作用および壊死組織除去作用があ

るとされ，これらが創面の治癒を早める薬効につな

がると報告されている 13）。本成分は，真菌感染に伴

う皮膚障害の修復を補助する点で，水虫治療におい

て重要な役割を担う。

まとめ

　「リドマスター DX」は，ブテナフィン塩酸塩，

グリチルレチン酸，リドカイン，アラントインなど

複数の有効成分を組み合わせた水虫治療薬である。

抗真菌作用・抗炎症作用・鎮痛作用・組織修復作用

を併せ持つことで，単一の薬効に頼るよりも包括的

な症状改善が期待される。これにより，水虫の早期

治療と再発予防の両立が可能となる。
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